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芸術 履修区分 3B②

音楽 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

知識・技能

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景
などとの関わり及び音楽の多様性などにつ
いて理解を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、器
楽、創作などで表している。

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞
ペーパーテスト

思考・判断・表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関
連を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのように表すかについ
て表現意図をもったり、音楽を評価しなが
らよさや美しさを味わって聴いたりしてい
る。

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞

主体的に学習に
取り組む態度

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体
的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

授業態度、課題提出状況、忘れ物状況

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 演奏に親しむ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標
さまざまな音楽に触れることにより、生涯にわたって音楽を愛好する心情の育成とその基盤となる技
術や知識の習得を目指し、音楽文化が社会で果たす役割について考える。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
オリエンテーション
楽譜の理解と演奏

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

器楽
鑑賞
歌唱

学習内容 評価の観点

楽譜の理解と演奏
器楽
鑑賞

読譜練習
器楽（独奏・アンサンブル）
鑑賞

演奏に親しむについて
読譜練習

①②③④⑥
⑦⑧⑨⑩

・楽曲の表現内容や様々な表現形態によ
る歌唱や器楽の特徴に関心をもち、表現
意図をもって創造的に演奏したり、表現
上の効果を生かして演奏したりする学習
に主体的に取り組もうとしている。
【態】
・グループで合奏することに関心をも
ち、声部の役割と全体の響きとのかかわ
りを理解して、主体的に取り組もうとし
ている。【態】
・楽器の音色、リズム、速度、旋律、テ
クスチュア、強弱、構成を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気などを
感受しながら、音色や奏法の特徴を生か
した演奏方法を工夫し、どのように演奏
するか表現意図をもっている。【知】
【思】
・楽器の音色や特徴を生かした音楽表現
をするために、必要な器楽の技能を身に
付け、創造的に表している。【知】
【思】
・楽曲の表現内容を総合的に理解し、表
現意図をもって創造的に音楽表現をした
り、表現上の効果を生かした音楽表現を
したりするために必要な読譜などの技能
を身に付け、創造的に表している。
【知】【思】
・音楽を形づくっている要素を知覚し、
それらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら、構造上の特徴と美し
さのかかわり、音楽とストーリーのかか
わりを理解し、楽曲を解釈したり価値を
考えたりして、よさや美しさを創造的に
味わって聴いている。【知】【思】

器楽（独奏・アンサンブル）
鑑賞
斉唱・合唱



芸術 履修区分 3B②

書道Ⅲ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

主体的に学習に
取り組む態度

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

知識・技能

思考・判断・表現

④
表現力

評価の観点

・書の表現の方法や形式、多様性につい
て、書の創造的な諸活動を通して理解を
深めている。
・書の伝統に基づき、効果的・創造的に
表現するために必要な技能を身に付け、
表している。

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（意見交流における発言
等）
○作品

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（作品制作、鑑賞の取り組
み状況）

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（意見交流における発言
等）
○作品

・書のよさや美しさを感受し、意図に基
づいて創造的に構想し個性豊かに表現を
工夫したり、作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書の美を味わい捉えて
いる。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

観点の趣旨 評価方法

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

・書の伝統と文化と豊かに関わり、主体
的に表現及び鑑賞の創造的な諸活動に取
り組もうとしている。

教科名

講座名 書道Ⅲ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標
書の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、表現の多様性につ
いて理解を深め、創造的に構想し個性豊かに表現する能力を伸ばし、生活や社会における書の役割や
効用，書の美の意味や価値などについての理解を深め、豊かな情操、自己肯定力を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

②
行動力

③
創造力

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6
漢字の書作品を
味わう

①②③④
⑥⑦⑧⑨
⑩

8 4

9 6

10 8
仮名の書作品を
味わう

①②③④
⑤⑥⑦⑧
⑨⑩

11 6

12 6

1 4
篆刻・刻字を楽
しむ

①②③④
⑤⑥⑦⑧
⑨⑩

学習内容 評価の観点

篆刻・刻字の鑑賞
篆刻・刻字の制作

・篆刻・刻字を構成する要素を理解し、効果的、
創造的に表現することができる。【知】
・表現意図を深め、意図に基づいて創造的に構
想して表現を工夫している。また、篆刻・刻字の
美を味わい捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞に取り組んでいる。【態】

仮名の書の鑑賞
仮名の書の制作

・仮名の書を構成する要素を理解し、効果的、創
造的に表現することができる。【知】
・表現意図を深め、意図に基づいて創造的に構
想して表現を工夫している。また、書の美を味わ
い捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞に取り組んでいる。【態】

・それぞれの古典の用筆・運筆について理解し、
表現することができる。【知】
・それぞれの古典の特徴を理解し、創造的に構
想して表現することができる。また、古典の美を味
わい、捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞の活動に取り組んでいる。
【態】

①③④⑥
⑦⑧⑨

・漢字の書を構成する要素を理解し、効果的、創
造的に表現することができる。【知】
・表現意図を深め、意図に基づいて創造的に構
想して表現を工夫している。また、書の美を味わ
い捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞に取り組んでいる。【態】

仮名の書の多様
性を味わう

字体の違いを捉える
書風の個性を捉える

漢字仮名交じり
の書を楽しむ

漢字仮名交じりの書の鑑賞
漢字仮名交じりの書の制作

・それぞれの古筆の用筆・運筆について理解し、
表現することができる。【知】
・それぞれの古筆の特徴を理解し、創造的に構
想して表現することができる。また、古筆の美を味
わい、捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞の活動に取り組んでいる。
【態】

・漢字仮名交じりの書を構成する要素を理解し、
効果的、創造的に表現することができる。【知】
・自らの思いや感動を素材として表現意図を深
め、意図に基づいて創造的に構想して表現を工
夫している。【思】
・主体的に表現、鑑賞に取り組んでいる。【態】

漢字の書の多様
性を楽しむ

古典の鑑賞と臨書
篆書
隷書

行書・草書
長丈幅の鑑賞

楷書

漢字の書の鑑賞
漢字の書の制作

①③④⑥
⑦⑧⑨

①②③④
⑤⑥⑦⑧
⑨⑩



国語 履修区分 普通選択２Ｂ②

国語表現 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 国語表現Ⅱ
科目名

教科の目標
国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を
伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上
を図る態度を育てる。

科目の目標
国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸
ばし、言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育て
る。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

・考査
・小テスト
・授業内外の課題への取り組み

知識・技能

社会生活に必要な国語の知識や技能を身
につけている。
国語の知識や技能を使って、適切に表現
することができる。

・考査
・小テスト
・授業内外の課題への取り組み

思考・判断・表現

目的や場面に応じて、効果的に話した
り、書いたり表現できる。
情報を的確に読み取り、客観的に考える
ことができる。

主体的に学習に
取り組む態度

伝え合う力を高めるとともに、言語文化
に対する関心を深め、言語力の向上に努
めようとする態度を養う。

・学習への取り組み方の観察
・リフレクションカードの点検
・授業内外の課題への取り組み



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6 自己ＰＲ ⑦⑧

5 6
通信文を書く

①④

6 8

・電話を使いこな
す
・メールを使いこ
なす
・ネット社会との
向き合い方

⑧⑨

7 6

・建設的な議論の
進め方
・スピーチをしよ
う

⑦⑧

8 4
・プレゼンテー
ションの工夫

②④

9 6 言葉で遊ぶ ①④⑧

10 8
わが町のパンフ
レットをつくろ
う

⑦⑧⑨

11 6
･ディベートを楽
しむ

④⑨

12 6

･ビブリオバトル
をしよう。
･悩みごと相談室

②④

1 4
映像を見てラテ
欄を書こう

②④

・目的や場に応じて、自分の考えが伝わ
るよう具体例を効果的に用いている。
【知】
・相手に伝わるように話の構成や展開を
工夫している。【思】【態】

・効果的な自己ＰＲ
・将来の自分を考える
・志望理由を書く
・自己推薦書を書く
進学と就職に分かれ、それぞ
れ志望理由書と履歴書を書く

学習内容 評価の観点

・集団討論などを通じて目的
や場面に応じた言葉遣いで議
論を行う。
・スピーチを通じて

・客観的な根拠を集めて説得力のある意
見を述べることができる。【知】
・適切な題材を選び、表現の仕方を工夫
している。【思】【態】

・聞き手の興味を引くために
プレゼンテーションをする
・スライド等のメディアを
使って効果的に伝える

・資料や機器を効果的に用いることがで
きる。【知】
・設定した題材について調べたことを、
図表や画像なども用いながら聞き手にわ
かりやすい資料にまとめ発表している。

・時候の挨拶に触れながら、
便箋に手書きの手紙を書く。
・お礼状を書く。
・パソコンを使い、案内状を
書く。

・目的や場に応じて、自分の考えが伝わ
るよう具体例を効果的に用いている。
【知】
・相手に伝わるように話の構成や展開を
工夫している。【思】【態】

・端末を使って応対練習をする。
・BCやBCCなどの使い方について
学ぶ。
・ネット社会における現状を学
ぶ。

・目的や場に応じて、自分の考えが伝わ
るよう具体例を効果的に用いている。
【知】
・相手に伝わるように話の構成や展開を
工夫している。【思】【態

①ビブリオバトルとは
②ビブリオバトルのルール
③ビブリオバトルに取り組む
④悩みごとを聞いて共感的に答え
る。

・話し言葉の特徴を理解し、場面や相手に応
じて適切な表現ができる。【知】
・相手の共感が得られるように、内容や言葉
遣いについて工夫している。
【思】【態】

・回文、折句、クロスワード
などの様々な言葉遊びに挑戦
したり、作成したりする。

・目的や場面に応じ、メディアの特徴を
活かして利用することができる。【知】
・コミュニケーションツールを効果的に
使い、適切な表現を用いて自分の考えを
伝えている。【思】【態】

・新ひだか町のパンフレットを作
る
・移住を意識し、日常生活を送る
中
で良いことを周りの人に聞いた
り、メディアを使って情報収集を
する

・目的や場面に応じ、メディアの特徴を
活かして利用することができる。【知】
・コミュニケーションツールを効果的に
使い、適切な表現を用いて自分の考えを
伝えている。【思】【態】

①新聞の番組欄を例に、限ら
れた字数、スペースで内容を
まとめる。

・書き言葉の特徴を理解し、場面や相手
に応じて適切な表現ができる。【知】
・相手が目を引くような、内容や言葉遣
いについて工夫している。
【思】【態】

①ディベートのルール
②情報収集と論の構築
③ディベートに取り組む（第
１回）

・ディベートのねらいを理解する。
【知】
・話し合いに貢献するために他の人
の意見を聞く【思】【態】



外国語 履修区分普通科選択

英語会話 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基
づき、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自
ら課題を発見し、その解決に向けて、自分
の考えを深め、広げて、論理的に考える
力。

教科名

講座名 英語会話
科目名

教科の目標
外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
の育成を図り、情報や考えなど的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養
う。

科目の目標
日常生活の身近な話題について、英語を聞いたり話したりして、情報や考えなどを理解し伝える基礎的な能力を養うととも
に、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組
み、将来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に
学習したことや自分の言動を振り返る
力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが
直面した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、
自分の考えを他者に伝え、建設的意見を
生み出す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の
考えを伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に
分析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の
設定からまとめ・表現を行い、地域を理解する
力。

授業や行事において、自分たちで考え、
話し合う活動により、道徳的に判断する
力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

主体的に学習に
取り組む態度

外国語の背景にある文化に対する理解を
深め、聞き手、読み手、話し手、書き手
に配慮しながら、主体的、自律的に外国
語を用いてコミュニケーションを図ろう
とする態度が養われている。

○パフォーマンステスト等に対する取り
組む姿勢と結果
○活動の観察

○課題テスト
○パフォーマンステスト

知識・技能

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の
働きなどの理解を深めるとともに、これら
の知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて、目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身につけて
いる。

○課題テスト

思考・判断・表現

コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、日常的な話題や社会的な
話題について、外国語で情報や考えなどの
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図
などを的確に理解したり、これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりする力を
身につけている。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6 Warm up
①②③④
⑥⑦⑧⑨

5 6 Lesson 1-2 
①②③④
⑥⑦⑧⑨

6 8 Lesson 3
①②③④
⑥⑦⑧⑨

7 6 Lesson 4
①②③④
⑥⑦⑧⑨

8 4 Lesson 5
①②③④
⑥⑦⑧⑨

9 6 Lesson 6
①②③④
⑥⑦⑧⑨

10 8 Lesson 7
①②③⑥
⑨⑩

11 6 Lesson 8
①②③④
⑥⑦⑧⑨

12 6 Lesson 9
①②③④
⑥⑦⑧⑨

1 4 Lesson 10
①②③④
⑥⑦⑧⑨

2

3

学習内容 評価の観点

　基本的なあいさつ、自己紹介・他
者紹介

学校生活、週末の過ごし方

空港・航空機内について

街の様子・道案内

[知識・技能]言語材料となっている文法
事項の理解・運用ができているかどう
か。

[思考・判断・表現]
単元の題材に対する理解ができている
か。
単元の題材に関連する情報を収集、報告
することができる、またはそれに対する
自分の意見を表現できるかどうか。

[主体的]
提示された課題に対する取り組み・内容
の深さ

買い物について

[知識・技能]言語材料となっている文法
事項の理解・運用ができているかどう
か。

[思考・判断・表現]
単元の題材に対する理解ができている
か。
単元の題材に関連する情報を収集、報告
することができる、またはそれに対する
自分の意見を表現できるかどうか。

[主体的]
提示された課題に対する取り組み・内容
の深さ

電話について

衣服に関する表現

体の名称・病院での表現

職業について

家事について



芸術 履修区分 3C

音楽 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

教科名

講座名 音楽Ⅲ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標
音楽Ⅰ・Ⅱの学習を基礎にして音楽文化の多様性について理解し、知識や技能を総合的に働かせなが
ら、個性豊かに音楽表現を工夫する。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞

知識・技能

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景
などとの関わり及び音楽の多様性などにつ
いて理解を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、器
楽、創作などで表している。

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞
ペーパーテスト

思考・判断・表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関
連を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのように表すかについ
て表現意図をもったり、音楽を評価しなが
らよさや美しさを味わって聴いたりしてい
る。

主体的に学習に
取り組む態度

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体
的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

授業態度、課題提出状況、忘れ物状況



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
オリエンテーション

歌唱
楽譜の理解と演奏

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

歌唱
器楽
創作
鑑賞

斉唱、合唱
器楽、創作、鑑賞

・楽器の基礎的な奏法を身に付けて、そ
れらを生かして演奏することに関心をも
ち、主体的に取り組もうとしている。
【知】【態】
・グループで合奏することに関心をも
ち、声部の役割と全体の響きとのかかわ
りを理解して、主体的に取り組もうとし
ている。【態】
・楽器の音色、リズム、速度、旋律、テ
クスチュア、強弱を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気などを感受し
ながら、様々な表現形態の特徴を生かし
た音楽表現を工夫し、どのように演奏す
るか表現意図をもっている。【思】
・楽器の奏法やその特徴を生かした音楽
表現をするために、必要な楽器の技能を
身に付け、創造的に表している。【知】
・音楽を形づくっている要素を知覚し、
それらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら、舞台芸術の特徴を理
解し、それらの価値を考えて音楽に対す
る理解を深め、よさや美しさを創造的に
味わって聴いている。【知】【思】

①②③④⑥
⑦⑧⑨⑩

・様々な表現形態による歌唱活動に関心
をもち、それらの演奏効果を生かして歌
うことに主体的に取り組もうとしてい
る。【態】
・声を合わせる活動に関心をもち、それ
らの演奏効果を生かして歌うことに主体
的に取り組もうとしている。【態】
・リズム、旋律、テクスチュア、強弱を
知覚することができる。【知】
・音楽を構成する要素が生み出す特質や
雰囲気などを感受しながら、歌詞の内容
をかかわらせて、様々な表現形態による
歌唱の特徴を生かした音楽表現を工夫し
て、どのように歌うか表現意図をもって
いる。【思】
・曲想を歌詞の内容とかかわらせて、イ
メージをもって音楽表現をするために、
必要な歌唱の技能を身に付け、創造的に
表している。【知】
・音楽の多様性を理解し、よさや美しさ
を創造的に味わって聴いている。【思】

①③⑥⑦⑨

歌唱
器楽

楽譜の理解と演奏
鑑賞

斉唱、合唱
読譜練習、鑑賞

斉唱、合唱
読譜練習、鑑賞、器楽基礎練習

音楽Ⅲについて・合唱・読譜練習

学習内容 評価の観点



芸術 履修区分
普通選択
３C①

色彩に親しむ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
主体的に学習に
取り組む態度

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表
現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとし
ている。

創作活動等に対する取り組む姿勢
課題の提出状況
鑑賞シート

構想シート
アイディアスケッチ

知識・技能

対象や事象を捉える造形的な視点につい
て理解を深めている。
創造的な美術の表現をするために必要な
技能を身に付け、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、表している。

提出作品

思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創
意的な工夫、美術の働きなどについて考
えるとともに、主題を生成し発想や構想
を練ったり、美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深めたりしている。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 色彩に親しむ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、意図に応じて表現方法を創意工夫
し、主題を生成し発想や構想を練りながら、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め、生涯にわ
たり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創
造していく態度を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

【デザイン】
トーンについて
デザイン・企画

【絵画】
アレンジ模写

抽象的な絵画をベースとし、
アレンジ絵画制作を行う

【デザイン・彫
刻】

ご当地マスコッ
トデザイン・企

画

ポスター制作
石粉粘土を使用した立体作品

【デザイン】
ピクトグラム

自分の好きなことをテーマ
に、パルプボードにピクトグ
ラムを描画する。

地域の良さや名産を基に、マスコット
キャラクターの造形の要素について全体
のイメージや作風を捉えることを理解
し、材料や用具を活かしながら、思い描
いたキャラクターの造形を細部まで行う
とともに表現形式の特性を活かし、形体
や色彩、構成などについて考え、創造的
な表現の構想を練って制作している。
【知】【思】【態】

テーマに基づき情報を取捨選択・単純化
すし、色が与える印象の違いから全体の
イメージや作風、様式などを捉えること
を理解し、アクリル絵の具の特性を活か
したムラのない美しい混色をするととも
に、配色を工夫し、創造的な表現の構想
を練っている。
【知】【思】【態】

色の仕組みについて理解し、
トーンを基本としたポスター
制作を行う。

手本となる絵画作品の形や光、陰影、質
感、造形的な特徴を基に、造形の要素に
ついて全体のイメージを捉えることを理
解し、作者の表現形式の特徴を活かし、
夢や想像などから主題を生成し、形体や
構成などについて考え創造的な表現の構
想を練り制作しようとしている。
【知】【思】【態】

③④⑦

③④⑤⑦

③④⑦

③④⑦

素材や配置の変化、色が与える印象の違
いから全体のイメージや作風、様式など
を捉えることを理解し、与えられた条件
を基に表現形式の特性を活かし、見やす
い配色で創造的な表現の構想を練り制作
しようとしている。【知】【思】【態】

学習内容 評価の観点



情報 履修区分
普通選択
３C①

情報の表現と管理 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
主体的に学習に
取り組む態度

　情報の各分野に関する諸課題について関
心をもち，その改善･向上を目指して主体
的に取り組もうとするとともに，実践的な
態度を身に付けている。

・授業態度、取組状況
・提出物

情報の表現と管理講座名

教科名

科目名

③
創造力

教科の目標
　情報及び情報技術を活用するための知識と技能を習得させ、情報に関する科学的な見方や考え方を養うと
ともに、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、社会の情報化の進展に主体的
に対応できる能力と態度を育てる。

科目の目標
　情報の表現と管理に関する基礎的な知識と技術を習得させ，情報を目的に応じて適切に表現するととも
に，管理し活用する能力と態度を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学習したこ
とや自分の言動を振り返る力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら課題を発
見し、その解決に向けて、自分の考えを深め、広げ
て、論理的に考える力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
他者に伝え、建設的意見を生み出す力。

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

②
行動力

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分析・検証
し、結果を提案する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話し合う活
動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

知識・技能

　情報の各分野に関する基礎的･基本的な
知識を身に付け，現代社会における情報及
び情報産業の意義や役割を理解していると
ともに、情報の各分野に関する諸活動を合
理的に計画し，その技術を適切に活用して
いる。

④
表現力

⑤
郷土愛

・定期考査
・実技テスト
・実習演習成果物

思考・判断・表現

　情報の各分野に関する諸課題の解決を目
指して思考を深め，基礎的･基本的な知識
と技術を基に，情報産業に携わる者として
適切に判断し，表現する創造的な能力を身
に付けている。

・ワークシート
・実習演習成果物



●学習計画
月 資質・能力

4 ③④⑦⑧

5 ③④⑦⑧

6

7

8

9

10

11

12 ②⑦

1 ②⑦

③⑦⑧

②③④⑥⑦
⑧⑨○○○

コンピュータによる情報の
管理と活用

・表計算ソフト等を用いて，さまざまな情報を管理す
る手法を理解する。
・社会の情報化について理解し，将来を考察する。

・情報管理の手法と技術を身に付けることができる。【技】

ドキュメンテーション

情報の管理
・ドキュメントを共有する大切さを理解する。
・情報セキュリティについて理解する。

・形式にあったドキュメントを作成することができる。【技】
・情報セキュリティの知識を身に付けることができる。【知】

プレゼンテーション
ネットワークを利用した情
報発信

・プレゼンテーションの意義と活用例を理解する。
・全体の流れ(内容の決定，発表準備，リハーサル，
本番，フィードバック)を理解する。
・プレゼンテーションソフトを起動し，スライドを作
成する。
・表現力を高めるために，図解の利用やアニメーショ
ンの設定を行う。
・配布資料，発表者用資料を作成する。
・電子コミュニケーションの意義と特徴を理解する。

・積極的に情報収集をしている。【関】
・聴衆を意識したストーリーの組み立てをすることができる。
【思】
・適切な機器の使い方や効果的なアプリケーションソフト
ウェアの使い方をすることができる。【技】
・プレゼンテーションの準備や技法について理解することが
できる。【知】
・ネットワークの特徴、特性を理解することができる。【知」

文書・図解・
音・画像・動画
像による表現

・ワープロソフトを利用して，チラシ，定型文
書，報告書等をわかりやすく作成する。
・表計算ソフトを利用して，さまざまな表やグ
ラフを作成する。
・音のディジタル化のプロセスを理解する。
・ディジタル画像の意義と特性を理解する。
・動画ファイルの種類と特性を理解する。

・伝えたい内容を積極的にまとめるようとしている【関】
・適切なソフトを使用して実習を行うことができる。【思】
・アプリケーションソフトウェアの使い方に習熟することがで
きる。【技】
・音声、画像、動画像のディジタル化について理解できる。
【知】

メディアの種類
と特性

・情報の定義，メディアの定義と分類を理解する。
・メディアの特性を理解する。
・情報伝達の方法と種類を理解する。

・身の回りの「情報」という概念に気付くことができる。【関】
・情報を意識し、使い分けができる。　【技】

コミュニケー
ションの基礎

・コミュニケーションの定義と意義を理解する。
・集団で行われるコミュニケーション技法を理解す
る。

・状況に応じたコミュニケーション手段を選択できる。【思】
・コミュニケーションの技法を理解できる。【知】

単元 評価の観点学習内容



外国語 履修区分 選択履修

学校設定 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
主体的に学習に
取り組む態度

外国語の背景にある文化に対する理解を深
め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配
慮しながら、主体的、自律的に外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうとする態
度が養われている。

○課題テスト等に対する取り組む姿勢と結果
○活動の観察
○他者の表現活動に対する姿勢の観察

評価方法

○課題テスト及び定期考査
○活動の観察
○パフォーマンステストまたはエッセイライ
ティング

知識・技能

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の
働きなどの理解を深めるとともに、これら
の知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて、目的や場面、状況などに
応じて適切に活用できる技能を身につけて
いる。

○課題テスト及び定期考査
○活動の観察

思考・判断・表現

コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、日常的な話題や社会的な
話題について、外国語で情報や考えなどの
概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図
などを的確に理解したり、これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりする力を
身につけている。

科目の目標

日常的・社会的な話題について，一定の支援を活用すれば，
1. 必要な情報を聞き取り，話や文章の展開や話し手または書き手の意図を把握したり，概要や要点，詳細を目
的に応じて捉えたりすることができる。
2. 多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを複数の文で論理性に注意して詳しく話して伝え合った
りすることができる。
3. 多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して，複数の段落から成る文章で詳しく
書いて伝えることができる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

教科名

講座名 応用英語β
科目名

教科の目標

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
の育成を図り、情報や考えなど的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養
う。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら課題を
発見し、その解決に向けて、自分の考えを深め、
広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話し
合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

L1 The History of
Calendars
L2 The Real Price
of a Necklace

5 6

L3 An Internet
Hero
L4 C's Language
Acquisition &
Literature

6 8

L5 Wind Power
Energy
L6 Where Did the
Moon Come From?

7 6

L7 The Real
Danger of Sports
Doping
L8 The True Story
of Kilts

8 4
L9 Fewer Japanese
Students Studying
Abroad

9 6

L10 What makes Us
Happy?
L11 The Most
Common Language
in the World

10 8

L12  Japanese
Culture
L13 Underground
Water Supplies
L14 Need for
Affection

11 6

L15 A Chance
Meeting
L16 Poverty
L17 Polar People

12 6

L18 Internet
Health
Communities
L19 Foucault's
Pendulum

1 4
L20 Acculturative
Stress

歴史・物の起源【広島工業大】
物語・人物【四国大】

社会・文化【京都文教大】

人生【立正大】
社会【産能大】
科学【岡山大】

医療・福祉【竜谷大】
科学【名古屋外国語大】

心理【岐阜聖徳学園大】
言語・コミュニケーション
【摂南大】

比較文化【名城大】
環境・資源【高知工科大】
生物【麻布大】

学習内容 評価の観点

[知識・技能]
・語彙・文法を理解し、スラッシュリー
ディングができる。
・図などを使って内容を理解できる。

[思考・判断・表現]
・各レッスン毎のテーマに対する理解が
できる。
・レッスンのテーマの題材に関連する情
報を収集、報告することができる、また
はそれに対する自分の意見を表現でき
る。

[主体的]
提示された課題に対してより深く理解し
ようとすることができる。

前期中間考査
６月４日～６月６日

前期期末考査
９月２日～９月５日

スポーツ【北海道医療大】
歴史・物の起源【大妻女子大】

教育【中央大】

インターネット【流通科学大】
言語・コミュニケーション
【甲南大】

環境・エネルギー
【兵庫県立大】
宇宙【大阪経済大】

[知識・技能]
・語彙・文法を理解し、スラッシュリー
ディングができる。
・図などを使って内容を理解できる。
[思考・判断・表現]
・各レッスン毎のテーマに対する理解が
できる。
・レッスンのテーマの題材に関連する情
報を収集、報告することができる、また
はそれに対する自分の意見を表現でき
る。

[主体的]
提示された課題に対してより深く理解し
ようとすることができる。

後期中間考査
１１月１２日～１１月１４日
後期期末考査
１月２８日～１月３０日

①②③④⑥
⑧⑨



外国語 履修区分 普通選択３D

時事英語 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
主体的に学習に
取り組む態度

〇情報や考えなどを的確に理解している。
〇言語やその背景にある文化を尊重し，自
律的・主体的にコミュニケーションを図ろ
うとしている。
〇他者を尊重しながら，自分の意見や考え
を表現しようとしている。

○課題テスト等に対する取り組む姿勢と
結果
○活動の観察、課題提出
○積極的にコミュニケーションを図ろう
とする態度

○エッセイ・ インタビューテスト・発
表（スピーチ・プレゼンテーション）・
ディベート等への取り組みと成果

知識・技能

○言語の働きなどを理解し，音声，語彙・
表現，文法の知識を身に付けている。
〇４技能（聞くこと，読むこと，話すこ
と，書くこと）において実際のコミュニ
ケーションの場面で運用できる技能を身に
付けている。

○課題テスト、定期考査

思考・判断・表現

〇情報や考えなどの概要・詳細・意図を的
確に理解したり適切に表現したりできる。
〇聞いたり読んだりしたことなどを活用し
て，幅広い話題について話したり書いたり
して，情報や考えなどの概要・詳細・意図
を適切に伝え合っている。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 時事英語
科目名

教科の目標
　外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態
度の育成を図り、情報や考えなど的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養
う。

科目の目標
　英文を読んで内容を読み取る活動、調べ学習や自分の意見を発表する活動などを通して、英語運用
能力の向上を目指します。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
1 Basketball
Player Kawamura
Yuki

①②③⑨

5 6
2 Vietenamese
Food

①②③④
⑧⑨

6 8
3 Life on the
Coldest Land on
Earth

①②③⑨

7 6
4 Do You Know
Hula?

①②③④
⑧⑨

8 4
5 Universal
Design

①②③⑨

9 6

6 Hurricanes
7 Wheelchair
Tennis Player
Oda Tokito

①②③④
⑧⑨

10 8

8 The Long
History of Bread
9 The Giant's
Causeway

①②③⑨

11 6
10 Generative AI
11 Popularity of
Anime Abroad

①②③④
⑧⑨

12 6

12 Carbon
Neutrality by
2050
13 Living in
Space

①②③⑨

1 4
14 Elephants in
Sri Lanka

①②③④
⑧⑨

2

3

・スリランカではゾウはどんな
存在？　：名詞を修飾する～ing

・プレゼンテーションの資料を作成する。
・資料を参考に発表し、評価する。【知】【思】
【態】

・生成AIで何ができる　：間接疑問
文(what～)
・海外でも愛されている日本のアニ
メの魅力とは　：関係代名詞のwho

・プレゼンテーションの資料を作成する。
・資料を参考に発表し、評価する。【知】【思】
【態】

・カーボンニュートラルの実現を目
指して　：「～すること」という意
味の不定詞
・何が違う？　宇宙での生活　：道
具や手段を表すwith

・ペアワークで単語や熟語を覚える。
・スラッシュごとに、本文の意味を理解する。
・決められた英文を暗唱する。
【知】【思】【態】

・ハリケーンの脅威とその対策　：
名詞を修飾する過去分詞
・世界で活躍！　車いすテニスの小
田凱人選手　：形容詞の最上級

・プレゼンテーションの資料を作成する。
・資料を参考に発表し、評価する。【知】【思】
【態】

・パンはどのように進化したか　：
接続詞when
・巨人が作ったような迫力　ジャイ
アンツ・コーズウェー　：「～する
ために」という意味の不定詞

・ペアワークで単語や熟語を覚える。
・スラッシュごとに、本文の意味を理解する。
・決められた英文を暗唱する。
【知】【思】【態】

・豊かな自然から生まれたフラ
ダンス　：It is ～ to …

・プレゼンテーションの資料を作成する。
・資料を参考に発表し、評価する。【知】【思】
【態】

・だれもが使いやすい「ユニ
バーサルデザイン」　：help～
(to)…

・ペアワークで単語や熟語を覚える。
・スラッシュごとに、本文の意味を理解する。
・決められた英文を暗唱する。
【知】【思】【態】

・ベトナムの豊かな食文化　：
as＋名詞

・プレゼンテーションの資料を作成する。
・資料を参考に発表し、評価する。【知】【思】
【態】

・世界一過酷なコウテイペンギ
ンの子育て　：形容詞・副詞の
比較級

・ペアワークで単語や熟語を覚える。
・スラッシュごとに、本文の意味を理解する。
・決められた英文を暗唱する。
【知】【思】【態】

・ペアワークで単語や熟語を覚える。
・スラッシュごとに、本文の意味を理解する。
・決められた英文を暗唱する。
【知】【思】【態】

・コートで躍動　バスケット
ボールの河村勇輝選手　：受け
身（be動詞＋過去分詞）

学習内容 評価の観点



数学 履修区分
普通選択
3Ｄ

数学基礎 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 数学基礎
科目名

教科の目標
　数学的活動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学
的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極
的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

科目の目標
　数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め、それらを積極的に活用して日常生
活に役立てようとする力を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

定期考査
課題提出

知識・技能

基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，事象を数学科したり、
解釈したり、表現・処理したりする力を
身に付けている。

定期考査
課題提出

思考・判断・表現

論理的に考察する力、事象の本質や他の
事象との関係を意識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現をする力を身
につける。

主体的に学習に
取り組む態度

積極的に数学を活用しようとする態度、
数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、考察・評価・改善する力を身につ
ける。

定期考査
課題提出



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6 数と式 ③⑥⑦⑨

5 6 数と式 ③⑥⑦⑨

6 8 数と式 ③⑥⑦⑨

7 6 数と式 ③⑥⑦⑨

8 4 数と式 ③⑥⑦⑨

9 6 数と式 ③⑥⑦⑨

10 8 数と式 ③⑥⑦⑨

11 6 総合問題 ③⑥⑦⑨

12 6 総合問題 ③⑥⑦⑨

1 4 総合問題 ③⑥⑦⑨

整数の四則演算について基本的な性質が
身についているか。【態】【知】

整数の四則演算

学習内容 評価の観点

整式の展開
整式の展開について基本的な性質が身に
ついているか。【態】【知】

整式の展開
正確に計算する能力はもちろん、それを
如何に他人へわかりやすく伝えるかの手
段に関心を持つ。【態】【思】

分数の四則演算
分数の四則演算について基本的な性質が
身についているか。【態】【知】

分数の四則演算
正確に計算する能力はもちろん、それを
如何に他人へわかりやすく伝えるかの手
段に関心を持つ。【態】【思】

各分野の融合問題
文章から必要な情報を取捨選択すること
ができ、他者に伝わる説明を書くことが
できるか。【態】【思】

整式の因数分解
整式の因数分解について基本的な性質が
身についているか。【態】【知】

整式の因数分解
正確に計算する能力はもちろん、それを
如何に他人へわかりやすく伝えるかの手
段に関心を持つ。【態】【思】

各分野の融合問題
正確に計算する能力はもちろん、それを
如何に他人へわかりやすく伝えるかの手
段に関心を持つ。【態】【思】

各分野の融合問題
文章を正しく読み取り、思考を整理し、
数学的な考え方で計算式に表すことがで
きるか。【知】【思】



家庭科 履修区分 普通選択３Ｄ

生活と福祉 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

教科名

講座名 生活と福祉
科目名

教科の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、衣食住、ヒューマンサー
ビスなどに関する生活産業や関連する職業を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
①生活産業や関連する職業について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
②生活産業や関連する職業に関する課題を発見し、生活産業を担う職業人として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
③生活産業や関連する職業への関心を高め、適切な進路選択と専門性の向上を目指して自ら学び、生活産業の振興や社会貢献に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目の目標

　家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、高齢者の自立生活支援と
福祉の充実を担う職業人として必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
①高齢者の健康と生活、介護などについて体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
②高齢者の健康と生活、介護などに関する課題を発見し、高齢者の自立生活支援と福祉の充実を担う職業人として合理的かつ創
造的に解決する力を養う。
③家族や地域の人々の豊かな生活の実現を目指して自ら学び、高齢者の生活の質の向上と自立生活支援に主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

評価方法

ワークシート
レポート
演習や実技の取り組み
定期考査

知識・技能

　高齢者の健康と生活、介護などについ
て体系的・系統的に理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

ワークシート
レポート
演習や実技の取り組み
定期考査

思考・判断・表現
　高齢者の健康と生活、介護などについ
て体系的・系統的に理解するとともに、
関連する技術を身に付けている。

評価の観点 観点の趣旨

主体的に学習に
取り組む態度

　家族や地域の人々の豊かな生活の実現
を目指して自ら学び、高齢者の生活の質
の向上と自立生活支援に主体的かつ協働
的に取り組む態度を身に付けている。

ワークシート
レポート
演習や実技の取り組み



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
人の一生と生活・
健康

③⑥

5 6
高齢化の現状と高
齢者の特徴

⑥⑨

6 8 ②④⑦⑧

7 6 ⑥

8 4 ②⑥

9 6 ⑥

10 8 ③⑦⑧

11 6 ⑥

12 6 ②④⑥⑧

1 4
①②④⑦
⑧⑩

2 6

3 4

学習内容 評価の観点

高齢者の自立生活
支援

社会保障制度と高齢者福祉のあ
ゆみ
　　　　　【前期期末考査】

・社会福祉制度のしくみについて理解している。【知】

自立生活支援の基本となる考え
方

・ノーマライゼーションの考えに関心を持ちながら学習に
取り組んでいる。【態】

高齢者介護
・介護予防や様々な状態の高齢者における介護の知識
を身に付けている。【知】

高齢化の現状
高齢者の心身の特徴と病気

・日本における高齢化の現状を理解している。【知】
・高齢期の心身的特徴を理解している。【知】

高齢者の生活課題と施策
　　　　　【前期中間考査】

・高齢者の生活課題を知り、自立支援の視点で改善策
を考えることができる。【思】

・生活習慣と健康について関心を持ちながら学習活動
に取り組んでいる。【態】
・各ライフステージにおける健康について理解し、自分
自身の生活を振り返り課題を見つけ将来に向けて改善
点を考えることができる。【思】

健康の概念
ライフステージと健康管理

高齢者支援の法律
と制度

介護保険制度
・介護保険制度について理解するとともに、利用者と介
護者を支援するためにどうサービスを利用すれば良い
か考えることができる。【知】【態】

高齢者支援と地域包括ケアシス
テム
　　　　　【後期中間考査】

・身近な地域包括ケアシステムに関心を持ちながら学習
に取り組んでいる。【態】

介護・看護の実習
と生活支援

学習内容に関わる介護演習・介
護実習

・基礎的・基本的な介護技術や看護技術を身に付けて
いる。【知】
・実習に積極的に参加し、演習ではテーマに関心を持
ち自分の意見を伝えることができる。【態】【思】

生活支援演習

・自立支援の視点を持って、高齢者や家族の生活を充
実向上させるための支援策を考えることができる。【思】
・各演習テーマについて意欲的に課題解決に向けた意
見を考えることができる。【態】



商業 履修区分
普通選択
３Ｃ②

コンピュータ技術 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

・実技評価
・実技課題提出状況
・検定試験への取り組み

主体的に学習に
取り組む態度

　アプリケーションソフトに関する技術
を適切に評価・活用しようとする。.

・授業態度
・授業振り返りシート
・課題提出状況
・検定試験への取り組み

知識・技能
　アプリケーションソフトの利用方法を
知り、与えられた指示を適切に実行がで
きる。

・実技評価
・実技課題提出状況
・検定試験への取り組み

思考・判断・表現
　情報処理の手順を整理し、有効なアプ
リケーションソフトを選択できる。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 コンピュータ技術
科目名

教科の目標
　商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、ビジネスの意義や役割について理解させると
ともに、ビジネスの諸活動を主体的に、合理的に、かつ倫理観をもって行い、経済社会の発展を図る創造的な能
力と実践的な態度を育てる。

科目の目標
　アプリケーションソフトを使って、日常業務をさらに効率よく行うための知識と技術を習得させるとともに、
情報活用のための創造的な能力と実践的な態度を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
ス ピ ー ド
入 力

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

学習内容 評価の観点

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

タイピングソフト、
模擬問題を利用したタイピング

　正確に、早く入力することができるか。【知・思・
態】
　ブラインドタッチで入力できるか。【知・思・態】

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

スタイルシートの作成とリン
ク

表（挿入、結合、表示の有無
など）

画像の挿入と代替テキストの
設定

ファイル内へのリンク設定

ファイル外へのリンク設定

　スタイルシートを正しく設定できる
か、また必要に応じて正しく変更できる
か。【知・思】
　
表や画像の挿入やリンクを正しく設定で
きるか、また必要に応じて正しく変更で
きるか。【知・思】

　日検ホームページ作成検定への取り組
み。【態】

ホ ー ム
ペ ー ジ
作 成

プ レ ゼ ン
テーション
作 成

文 書
デ ザ イ ン
作 成

スライドマスタ
（設定、入力など）

画面切り替えの設定

アニメーションの設定

グラフの挿入

表および図形の挿入

　スライドマスタを正しく設定できる
か、また必要に応じて正しく変更できる
か。【知・思】

　表や画像、図形、グラフの挿入やアニ
メーションを正しく設定できるか、また
必要に応じて正しく変更できるか。
【知・思】

　日検プレゼンテーション作成検定への
取り組み。【態】

書式設定
（文字数、行数、余白など）

文字
（フォント、ルビ、文字色）

表
（挿入、結合、線種など）

図形
（挿入、文字入力、線種）

　文字のレイアウトを正しく設定できる
か、また必要に応じて正しく変更できる
か。【知・思】

　表や画像、図形の挿入やレイアウトを
正しく設定できるか、また必要に応じて
正しく変更できるか。【知・思】

　日検文書デザイン検定への取り組み。
【態】



数学 履修区分
普通選択
3Ｅ

発展数学 単位数 4

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
・授業への積極的な参加
・振り返りシートの記述
・解き直しプリントへの取組　等

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けている。

・定期考査
・各種テスト

思考・判断・表現

・数学を活用して事象を論理的に考察す
る力，事象の本質や他の事象との関係を
認識し統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・
的確に表現する力を身に付けている。

・定期考査
・各種小テスト

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活
用しようとしたり，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断したりしようとして
いる。
・問題解決の過程を振り返って考察を深
めようとしている。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

科目名

科目の目標
　１年次に学習した数学Ⅰ・数学Ａについての理解をさらに深め，知識の習得と技能の習熟を図り，
事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

教科の目標
　数学的活動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学
的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極
的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

教科名

講座名 発展数学β



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 12 数と式

5 12 数と式・２次関数

6 16 ２次関数

7 12 図形と計量

8 8 場合の数と確率

9 12 データの分析

10 16 図形の性質

11 12

12 12

1 8

①②④⑥⑦
⑧

集合、順列･組み合わせ、
確率、独立な試行

代表値、分散・標準偏差、
相関係数

・確率の定義、排反事象・余事象の意味を理解
し、確率を求めることができる。【知】
・独立な試行の確率を、公式を用いて求めること
ができる。また、反復試行の意味を理解し、確率
の求め方を組合せの考えと関連付けて理解でき
る。また、公式を用いて反復試行の確率を求める
ことができる。【知】
・条件付き確率の定義、確率の乗法定理を理解
し、確率を求めることができる。【技】

・データによってどの代表値を用いるのが適切かが異な
る場面があることに興味をもち、種々のデータについて
考察しようとする。【態】
・各種データの分散、標準偏差を求めることができる。ま
た、それらを用いてデータの散らばりを比較することが
できる。【思】
・２つのデータの相関を求める意味を理解し、散布図を
かいて、データの相関を考察することができる。【知】

・十分条件、必要条件及び必要十分条件の定義
を理解している。【知】
・対偶の定義を理解し、命題の対偶を作ることがで
きる。また、対偶の真偽はもとの命題の真偽と一致
することを理解している。【思】
・因数分解の検算に展開を利用しようとする態度
がある。【態】
・文字をおきかえることによって式の展開、因数分
解を簡略化することができる。【思】

・２次方程式を解くことができる。【知】
・２次不等式の解と２次関数の値の符号を相互に
関連させて考察できる。【思】
・２次不等式を解くときに、２次関数のグラフを活用
して解こうとしている。【態】
・２次不等式を解くことができる。【思】

因数分解、実数、命題と論理

方程式･不等式

グラフ、最大･最小、
方程式･不等式

・２次関数の最大値・最小値を求めることができ
る。【知】
・２次関数の最大・最小の問題を、グラフをかいて
考察しようとする。【態】
・２次関数の値の変化をグラフから考察できる。
【思】

・直角三角形の辺の長さを三角比で表す式を理
解し、問題解決に利用できる。【知】
・正弦定理、余弦定理の図形的な意味を考察しよ
うとする。【態】
・正弦定理、余弦定理を利用して、三角形の辺の
長さ、外接円の半径が求められる。【知】
・空間図形の応用では、適当な図形に着目して考
察することができる。【思】

三角比、正弦定理･余弦定理

学習内容 評価の観点

三角形、円、
チェバ・メネラウスの定理

・図形の基本性質を理解し、それらを用いて角の大きさ
や辺の長さを求めることができる。【知】
・平面図形に関する様々な定理を活用し、与えられた
条件をもとに問題解決に必要な要素を判断しながら問
題解決ができる。【思】
・２つの円の位置関係と、中心間の距離と半径の関係を
積極的に考察しようとする。【態】

総合問題 総合問題

与えられた条件を読み取り、問題解決に必要なも
のを判断し、それらを活用して問題を解決すること
ができる。【思】
・問題解決に向けて粘り強く取り組むとともに、解
答の過程を振り替えながら学習を調整しようとして
している。【態】



数学 履修区分
普通選択
３Ｅ①

実用数学 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 実用数学Ｂ
科目名

教科の目標
　数学的活動を通して，数学における基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学
的に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極
的に活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てる。

科目の目標 　数学の基礎計算や基本問題を数多く実施し、数学の知識・技能や数学的な見方・考え方を育てる。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

定期考査
課題提出

知識・技能

基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，事象を数学化したり、
解釈したり、表現・処理したりする力を
身に付けている。

定期考査
課題提出

思考・判断・表現

論理的に考察する力、事象の本質や他の
事象との関係を意識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現をする力を身
につける。

主体的に学習に
取り組む態度

積極的に数学を活用しようとする態度、
数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、考察・評価・改善する力を身につ
ける。

定期考査
課題提出



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6 数的推理 ①④⑧

5 6 数的推理 ①④⑧

6 8 数的推理 ①④⑧

7 6 資料解釈 ①④⑧

8 4 判断推理 ①④⑧

9 6 判断推理 ①④⑧

10 8
数学を用いて
問題解決

③④⑦

11 6
数学を用いて
問題解決

③④⑦

12 6
数学を用いて
問題解決

③④⑦

1 4
数学を用いて
問題解決

③④⑦

文章題から状況を正確に把握し、求める
ものを文字で設定し立式し解を得ること
ができるか。【知】【態】

１次方程式、２次方程式
不等式

学習内容 評価の観点

図表、グラフ
資料を読み取り、必要な情報を取捨選択
して、文章の正誤判断を行うことができ
るか。【思】【態】

集合と命題、順序関係
位置・方角

文章を正確に読み取り、論理的な思考で
解を導くことができているか。【思】
【態】

速さの３式、旅人算
流水算・通過算

速さの基本的な性質を理解しているか。
文章題から状況を図示するなどで正確に
把握し、求めるものを文字で設定し立式
し解を得ることができるか。【知】
【態】

比、濃度、仕事算
場合の数

図示などを用いて思考を整理し、求める
解にたどり着くことができるか。【思】
【態】

数学を用いて日常
にある課題を解決

試行錯誤しながら課題に取り組み、数学
のよさを認識することができるか。
【知】【思】【態】

対応関係、試合、
証言、軌跡

文章を正確に読み取り、論理的な思考で
解を導くことができているか。【思】
【態】

数学を用いて日常
にある課題を解決

試行錯誤しながら課題に取り組み、数学
のよさを認識することができるか。
【知】【思】【態】

数学を用いて日常
にある課題を解決

試行錯誤しながら課題に取り組み、数学
のよさを認識することができるか。
【知】【思】【態】

数学を用いて日常
にある課題を解決

試行錯誤しながら課題に取り組み、数学
のよさを認識することができるか。
【知】【思】【態】



芸術 履修区分 3D①

書に親しむ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

主体的に学習に
取り組む態度

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

知識・技能

思考・判断・表現

④
表現力

評価の観点

・正しい姿勢や筆記具の持ち方を身に付
け、様々な形式に応じて体裁よく書く筆
記能力を備えている。
・創造的な書表現をするために、基礎的
な能力を生かした効果的な表現の技能を
身に付け表している。

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（意見交流における発言
等）
○作品

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（作品制作、鑑賞の取り組
み状況）

○ワークシートの記述状況
○活動の様子（意見交流における発言
等）
○作品

・感性を働かせながら、自らの意図に基
づいて構想し、表現を工夫している。
・日常の生活の書の効用や書の伝統と文
化について幅広く理解し、その価値を考
え、書のよさや美しさを創造的に味わっ
ている。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

観点の趣旨 評価方法

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

・書の創造的活動の喜びを味わい、書の
伝統と文化に関心を持って、主体的に表
現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとし
ている。

教科名

講座名 書に親しむ
科目名

教科の目標
芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、創造性豊かな感
性、表現力を高め、芸術の諸能力を伸ばし、芸術文化についての理解を深め、豊かな情操、自己肯定
力を養う。

科目の目標
正しい姿勢や筆記具の持ち方を身に付け、暮らしに役立つ筆記能力の向上を目指し、生涯にわたり自
他の手書きの文字を愛好する心情を養う。また、書の古典の学習をとおして表現と鑑賞の基礎的能力
を伸ばし、書の伝統と文化についての理解を深め、豊かな情操、自己肯定力を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

②
行動力

③
創造力

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

学習内容 評価の観点

自分の目標や志を
書で表現する

好きな俳句を書で表現する

書道パフォーマンス

・これまでに身につけた表現力を生かし、自らの
意図に基づき、適切に表現することができる。
【知】
・感性を働かせながら、自らの意図に基づいて構
想し、表現を工夫している。書のよさや美しさを創
造的に味わっている【思】
・書の創造的活動の喜びを味わい、主体的に表
現、鑑賞の活動に取り組んでいる。【態】

①③④⑥
⑦⑧⑨

硬筆
ペン字
筆ペン

楷書の基礎
（字形、基本点画）

行書の基礎
（字形、基本点画）

平仮名の基礎、
漢字と仮名の調和

古典に親しむ

実用の書

生活を彩る書

①③④⑥
⑦⑧⑨

①③④⑥
⑦⑧⑨

①②③④
⑤⑥⑦⑧
⑨⑩

・毛筆、硬筆の正しい持ち方や用筆・運筆法につ
いて理解し、適切に表現することができる。【知】
・漢字と仮名を調和させて書くことができる。ま
た、手書きの良さを味わっている。【思】
・主体的に表現、鑑賞の活動に取り組んでいる。
【態】

九成宮醴泉銘、孔子廟堂碑
の鑑賞と臨書

蘭亭序、争坐位文稿
の鑑賞と臨書

・それぞれの古典の用筆・運筆について理解し、
表現することができる。【知】
・それぞれの古典の特徴を理解し、創造的に構
想して表現することができる。また、古典の美を味
わい、捉えている。【思】
・主体的に表現、鑑賞の活動に取り組んでいる。
【態】

履歴書の書き方

手紙の宛名書き、本文書き

慶弔のことば

感謝状

・それぞれの形式に応じた書き方を理解し、適切
に表現することができる。【知】
・日常の生活の書の効用について幅広く理解し、
その価値を考え、書のよさや美しさを味わってい
る【思】
・主体的に表現、鑑賞の活動に取り組んでいる。
【態】



芸術 履修区分 ３D①

美術Ⅲ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 美術Ⅲ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、意図に応じて表現方法を創意工夫
し、主題を生成し発想や構想を練りながら、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め、生涯にわ
たり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創
造していく態度を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

構想シート
アイディアスケッチ

知識・技能

対象や事象を捉える造形的な視点につい
て理解を深めている。
創造的な美術の表現をするために必要な
技能を身に付け、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、表している。

提出作品

思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創
意的な工夫、美術の働きなどについて考
えるとともに、主題を生成し発想や構想
を練ったり、美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深めたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表
現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとし
ている。

創作活動等に対する取り組む姿勢
課題の提出状況
鑑賞シート



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

【絵画】
ゼンタングル
アニマル
スクラッチ

③④⑦

自分自身を理解し、色面分割
やレタリングを活用してオリ
ジナリティ溢れる名刺ポス
ターを制作する。

③④⑦
【絵画】

曲から創造する
抽象画

【彫刻】
マグネットフック

制作

【絵画】
静物画
（油絵）

自分の好きな曲から描画材を
自由に選択し、イメージに
添った色やカタチ・塗り方で
抽象絵画を制作する。

名刺に必要な要素の基本を踏まえ、表現
したい「自分」に応じて制作の手順や技
法を吟味し、材料の特性を活かすととも
に、表現形式の特性を活かし、形体や色
彩、構成などについて考え、創造的な表
現の構想を練って制作している。
【知】【思】【態】

抽象絵画の要素を基に、全体のイメージ
や作風、古典技法について理解し、新た
な表現方法を見いだしながら素材を吟味
し、材料の特性を生かして形体や色彩、
構成などについて考え、創造的な表現の
構想を練って制作している。
【知】【思】【態】

学習内容 評価の観点

【デザイン】
名刺ポスター

③④⑦

③④⑦

③④⑦

樹脂粘土を活用し、本物に近
い質感表現を目指してマグ
ネットフックを制作する。

「高校生の自分」をテーマと
し、油絵の具を用いて静物画
の制作をする。

ゼンタングルを活用し、ニー
ドルを用いて動物のスクラッ
チ制作をする。

素材や配置の変化、色が与える印象の違
いから、全体のイメージや作風、様式な
どを捉えることを理解し、ニードルを効
果的に使用しながらゼンタングル特有の
線や模様、表現形式の特性を活かし、形
体や構成などについて考え、創造的な表
現の構想を練って制作している。
【知】【思】【態】

それぞれの食べ物の質感を基に、全体の
イメージや作風を捉えることを理解し、
「いかに本物に近い質感に近づけるか」
というテーマから、樹脂粘土の特性を生
かして表現方法を創意工夫し、創造的な
表現の構想を練って制作している。
【知】【思】【態】

形や色彩、材料、光などの性質やそれら
がもたらす効果、造形的な特徴などをも
とに全体のイメージや作風などで捉える
ことを理解し、意図に応じて材料や油絵
具の特性を活かすとともに自己を見つめ
感じ取ったことや考えたこと、夢や想像
などから主題を生成し、表現形式の特性
を生かし、創造的な表現の構想を練って
制作している。【知】【思】【態】



商業 履修区分
普通選択
３Ｄ①

ビジネス総合Ⅱ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】
主体的に学習に
取り組む態度

　ビジネスの諸活動について関心を持
ち、その改善や向上を目指して意欲的に
取り組むとともに、ビジネスに対する望
ましい心構えや実践的な態度を身につけ
ている。

・授業態度
・授業振り返りシート
・課題提出状況
・検定試験への取り組み

・実技演習
・実技テスト
・筆記テスト
・検定試験への取り組み

知識・技能

　商業の各分野に関する基礎的・基本的
な知識を身に付け、ビジネスの意義や役
割を理解している。
　商業の各分野に関する基礎的・基本的
な技術を身に付け、ビジネスの諸活動を
合理的に適切に処理することができる。

・実技演習
・実技テスト
・筆記テスト
・検定試験への取り組み

思考・判断・表現

　ビジネスの諸活動に関する諸問題の解
決を目指して自ら思考を深め、基礎的・
基本的な知識と技術を活用して適切に判
断し、創意工夫する能力を身に付け、そ
の成果を的確に表現する。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設定
からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 ビジネス総合Ⅱ
科目名

教科の目標
　商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、ビジネスの意義や役割について理
解させるとともに、ビジネスの諸活動を主体的に、合理的に、かつ倫理観をもって行い、経済社会の
発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

科目の目標
　ビジネスにおける基礎的・基本的な内容を習得させ、経済社会の一員として望ましい心構えを身に
つけさせる。加えてより専門的な学習への動機付けや卒業後の進路についての生徒の意識を高める。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

学習内容 評価の観点

ビジネス文書
の作成
情報処理

１．データ入力の効率化
２．改ページ設定、拡大縮小
の設定
３．複数シートの活用
４．文書や表の視覚的効果
５．文字や表の修飾
６．画像を活用した文書や表
の作成
７．データの並べ替え
８．関数の利用
９．罫線
10．第２軸グラフの作成
11．検定試験に対応した筆記
学習
全商ビジネス文書検定・情報
処理検定への取り組み。
全経情報処理（表計算）検定
への取り組み

　文字データを数値データに変換できる
か。【知・思】
　行・列の幅の自動調整や、改ページの
レイアウトを正しく設定できるか。
【知・思】
　複数シートを利用し、データ入力の効
率化を図れるか。【知・思】
　数式や関数を正しく選択し、設定する
ことができるか。【知・思】
　データの範囲や種類を正しく選択し、
２軸グラフを作成できるか。【知・思】
　並べ替えの範囲を正しく設定し、求め
る結果を表示できるか。【知・思】
　背景や、データラベルに画像を設定で
きるか。【知・思】
　学習内容に沿った実技・筆記テストを
実施する。
　各種検定試験を受験する。【知・思・
態】

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

①②③
④⑥⑦
⑧⑨⑩

商業の学習
ガイダンス
電卓計算能力
ビジネス計算

　授業の受け方・１年間の流
れ・検定試験への取り組みな
ど全体像の学習ガイダンス。

１．乗算・除算・見取算・複
合算・伝票算
２．単利計算・手形割引・売
買損益の計算・減価償却費の
計算
３．複利年金の計算（選択）
４．証券投資の計算（選択）
５．経営分析の計算（選択）
　全商珠算・電卓検定への取
り組み。
全経電卓能力検定への取り組
み

　商業を学ぶ目的や学び方を理解してい
るか。【態】
　経済社会の一員として望ましい心構え
や態度を身につけているか。【思・態】
　制限時間内に、正確に正しく計算する
ことができるか。【知】
　単利法と複利法の違いを理解している
か【知・思】
　期首払いと期末払いの違いを理解して
いるか【知・思】
　数表の参照方法を理解し、正しく利用
できるか。【知・思】
　学習内容に沿った知識・技術を身に付
けているか。【知・思】
　学習内容に沿った実技テストを実施す
る。【知・思】
　学習成果の確認や学習習慣の形成の手
段として、検定試験を受験する。【知・
思・態】



理科 履修区分 3D①

理科研究 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

観点の趣旨 評価方法

主体的に学習に
取り組む態度

　物理・化学・生物・地学の４領域につ
いて，課題解決のために計画を立て，積
極的に他者と協働しながら，粘り強く自
然の事物・現象の法則や知識を明らかに
しようとしている。

・観察，実験の実技
・レポート評価
・成果物評価

・観察，実験の実技
・レポート評価
・成果物評価

知識・技能

　物理・化学・生物・地学の４領域につ
いて，観察実験を行いながら，自然の事
物・現象からの法則や知識に気付いてい
る。

・観察，実験の実技
・レポート評価
・成果物評価

思考・判断・表現

　物理・化学・生物・地学の４領域につ
いて，因果関係に基づいて結果を予想
し，比較・分類・関連付けを行いなが
ら，レポートにまとめている。

科目の目標
　物理・化学・生物・地学の４領域について，見通しをもって観察，実験，文献調査を行うなどし
て，理科の見方・考え方を養い，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を養
う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

教科名

講座名 理科研究
科目名

教科の目標
　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うなど
を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を養う。

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
オリエンテーション
理科研究入門 ③⑥⑨

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

化学研究

地学研究

生物学研究

【知】自然災害（地震・火山・気象）に
ついて、観察・実験、気象庁等のデータ
を基に、災害リスクを理解することがで
きる。
【思】データを整理することで得られる
結果から考察を行うことができる。
【主】自然災害について興味を持ち、気
象災害発生時の安全な行動を意識するこ
とができる。

物理学研究

・弦楽器作成
・空気抵抗と生卵

【知】植生や骨格について、観察や実験
のデータをもとに
体験的な知識として理解している。
【思】問題を見出すための観察により仮
設の立て、実験の結果のデータ処理の方
法を行い、レポートにまとめている。
【主】実験の題材以外の様々な動物の行
動や骨格について自ら理解しようとす
る。

・カルピスの成分分析

・台風の通過と気象の変化

・布の染色
・昆布中のヨウ素の単離

・骨格標本作り

・地震における固有振動、共振
・北海道の火山史

・植生の観察、実験①

・植生の行動観察、実験②

【知】身のまわりの化学や酸化還元反応につい
て，観察実験を行いながら，物質の構造や性質、
酸化剤と還元剤の液性や電子の移動の関係性につ
いて理解している。
【思】身のまわりの化学や酸化還元反応につい
て，物質の性質や構造を考慮しながら実験結果を
レポートにまとめている。
【主】身のまわりの化学や酸化還元反応につい
て，見通しをもって他者と協働し，理解しようと
している。

②③④⑤
⑥⑦⑧⑨

・熱気球製作
・バタピーと水の沸騰

【知】レポート作成について，論理的に
表現する手法を知っている。

・オリエンテーション
・科学的に探究する意義，手
法について
・レポート作成について

【知】熱の性質・波の性質・落下運動について，
観察実験を行いながら，温度変化と空気密度，カ
ロリーとジュール，弦の長さと振動数，空気抵抗
と面積の関係性について理解している。
【思】熱の性質・波の性質・落下運動について，
計算結果と比較しながら実験結果をレポートにま
とめている。
【主】熱の性質・波の性質・落下運動について，
見通しをもって他者と協働し，理解しようとして
いる。

学習内容 評価の観点

②③④⑤
⑥⑦⑧⑨

②③④⑤
⑥⑦⑧⑨

②③④⑤
⑥⑦⑧⑨



芸術 履修区分 3E②

音楽 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

教科名

講座名 音楽Ⅰ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標
音楽の基本的な知識や技能を習得し、音楽を形作っている要素や背景にあるものを感じながら創造的
に表現する能力を身につける。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞

知識・技能

・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景
などとの関わり及び音楽の多様性などにつ
いて理解を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け、歌唱、器
楽、創作などで表している。

実技（歌唱、器楽演奏・アンサンブル等）
鑑賞
ペーパーテスト

思考・判断・表現

音楽を形づくっている要素や要素同士の関
連を知覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したこととの関わ
りについて考え、どのように表すかについ
て表現意図をもったり、音楽を評価しなが
らよさや美しさを味わって聴いたりしてい
る。

主体的に学習に
取り組む態度

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体
的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取
り組もうとしている。

授業態度、課題提出状況、忘れ物状況



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6
オリエンテーション

歌唱
楽譜の理解と演奏

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 4

歌唱
器楽
創作
鑑賞

校歌、斉唱、合唱
器楽、創作、鑑賞

・楽器の基礎的な奏法を身に付けて、そ
れらを生かして演奏することに関心をも
ち、主体的に取り組もうとしている。
【知】【態】
・グループで合奏することに関心をも
ち、声部の役割と全体の響きとのかかわ
りを理解して、主体的に取り組もうとし
ている。【態】
・楽器の音色、リズム、速度、旋律、テ
クスチュア、強弱を知覚し、それらの働
きが生み出す特質や雰囲気などを感受し
ながら、様々な表現形態の特徴を生かし
た音楽表現を工夫し、どのように演奏す
るか表現意図をもっている。【思】
・楽器の奏法やその特徴を生かした音楽
表現をするために、必要な楽器の技能を
身に付け、創造的に表している。【知】
・音楽を形づくっている要素を知覚し、
それらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら、舞台芸術の特徴を理
解し、それらの価値を考えて音楽に対す
る理解を深め、よさや美しさを創造的に
味わって聴いている。【知】【思】

①②③④⑥
⑦⑧⑨⑩

・様々な表現形態による歌唱活動に関心
をもち、それらの演奏効果を生かして歌
うことに主体的に取り組もうとしてい
る。【態】
・声を合わせる活動に関心をもち、それ
らの演奏効果を生かして歌うことに主体
的に取り組もうとしている。【態】
・リズム、旋律、テクスチュア、強弱を
知覚することができる。【知】
・音楽を構成する要素が生み出す特質や
雰囲気などを感受しながら、歌詞の内容
をかかわらせて、様々な表現形態による
歌唱の特徴を生かした音楽表現を工夫し
て、どのように歌うか表現意図をもって
いる。【思】
・曲想を歌詞の内容とかかわらせて、イ
メージをもって音楽表現をするために、
必要な歌唱の技能を身に付け、創造的に
表している。【知】
・音楽の多様性を理解し、よさや美しさ
を創造的に味わって聴いている。【思】

①③⑥⑦⑨

歌唱
器楽

楽譜の理解と演奏
鑑賞

校歌、斉唱、合唱
読譜練習、鑑賞

校歌、斉唱、合唱
読譜練習、鑑賞、器楽基礎練習

音楽Ⅰについて、校歌、読譜練習

学習内容 評価の観点



芸術 履修区分 ３D②

美術Ⅰ 単位数 2

●学校教育目標からの育成すべき資質・能力

⑥
自己管理力

⑦
思考力

⑧
言語力

⑨
分析力

⑩
道徳心

●評価方法

【知】

【思】

【態】

②
行動力

自分が取るべき行動を理解し、自分の考えに基づ
き、周囲を巻き込んで行動する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自ら
課題を発見し、その解決に向けて、自分の
考えを深め、広げて、論理的に考える力。

教科名

講座名 美術Ⅰ
科目名

教科の目標

芸術の幅広い活動を通して、芸術に関する各科目の特性について理解し、意図に基づいて表現するた
めの技能を身に付け、創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わうことができる資
質を育成し、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく
態度を養い、豊かな情操を培う。

科目の目標

美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、意図に応じて表現方法を創意工夫
し、主題を生成し発想や構想を練りながら、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め、生涯にわ
たり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創
造していく態度を養う。

①
自己肯定力

自分の長所を認識し、積極的に物事に取り組み、将
来の夢や目標に向かって努力する力。

授業や行事の中で目標を理解し、最後に学
習したことや自分の言動を振り返る力。

③
創造力

未知の状況でも目的を達成するために、自らが直面
した課題を解決する方法を創造する力。

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分
の考えを他者に伝え、建設的意見を生み出
す力。

④
表現力

ＨＲやグループワーク等の活動により、自分の考えを
伝わりやすいように工夫する力。

情報活用能力を駆使し、事実を客観的に分
析・検証し、結果を提案する力。

⑤
郷土愛

総合的な探究の時間に地域を題材とし、課題の設
定からまとめ・表現を行い、地域を理解する力。

授業や行事において、自分たちで考え、話
し合う活動により、道徳的に判断する力・心。

評価の観点 観点の趣旨 評価方法

構想シート
アイディアスケッチ

知識・技能

対象や事象を捉える造形的な視点につい
て理解を深めている。
創造的な美術の表現をするために必要な
技能を身に付け、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、表している。

提出作品

思考・判断・表現

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創
意的な工夫、美術の働きなどについて考
えるとともに、主題を生成し発想や構想
を練ったり、美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深めたりしている。

主体的に学習に
取り組む態度

美術や美術文化と豊かに関り主体的に表
現及び鑑賞の創造活動に取り組もうとし
ている。

創作活動等に対する取り組む姿勢
課題の提出状況
鑑賞シート



●学習計画

月 時数 単元 資質・能力

4 6

5 6

6 8

7 6

8 4

9 6

10 8

11 6

12 6

1 6

1 6
ポートフォリオ制

作
①③④⑦

⑧

鉛筆デッサンの基本

形や光、陰影、質感、造形的な特徴を基
に、用具の特性を生かしながら、構成など
について考え、表現方法を創意工夫し制作
しようとしている。【知】【思】【態】

学習内容 評価の観点

【絵画】
鉛筆デッサン

③
④⑦

【絵画】
ペン画

コラージュ

色画用紙を選択し、割り箸ペ
ンで描いたクロッキー作品で
コラージュを行う。

・素材や配置の変化、色が与える印象の違
いから全体のイメージを捉え、ペン画を基
にテーマ（主題）を生成し、構成などにつ
いて考え、表現方法を創意工夫し制作しよ
うとしている。【知】【思】【態】

③
④⑦

【デザイン】
平面構成

色の仕組み・平面構成
絵の具の使い方・混色方法に
ついて理解し、条件に従って
幾何形体による平面構成を行
う。

・色の仕組みや混色について理解し、ア
クリル絵の具の特性を生かしている。
【知】
・与えられた条件から、円と線の構成を
考え、見やすい構図を組み立て制作しよ
うとしている。【知】【思】【態】

③
④⑦⑨

【絵画】
エコバッグ

布用絵の具を混色し、エコ
バッグ（帆布）にステンシル
（孔版）を施す。

・布用絵の具の使い方を理解し、表現方
法を創意工夫しながら、デザインに応じ
て型の構成を練っている。【知】【思】
・デザインを生かし、バッグの配色やグ
ラデーション等の構想を練り制作しよう
としている。【思】【態】

③
④⑦⑨

【絵画】
自画像
（油絵）

油絵の具の特性を生かしなが
ら、自分のイメージした自画
像の制作をする。

・油絵の具の特性を理解するとともに、
意図に応じて表現方法を創意工夫し、表
している。【知】
・自己を見つめ感じ取ったことや考えた
こと等から、量感、光と陰影、表現の構
想を練り、制作しようとしている。
【思】【態】

①③
④⑦⑨

タブレットを用いて、今まで制
作した作品をまとめた作品集制
作をおこなう。

ポートフォリオを通してそれまでの制作、
自分を見つめなおすことを理解し、作品の
写真や解説、細部などの付加情報、文字の
組み方・囲みなどを効果的に用いるなど、
表現の構想を練り制作しようとしている。

【知】【思】【態】
































































































